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研究報告 
 
平成28年度は、まず、尿道下裂250例のDNAを調製した。また、これまでに疾患発症

との関連が報告されている遺伝子多型を文献検索し、10数個の候補SNPを絞り込んだ。

これらの候補について、我々の検体を用いて遺伝子型を決定した。コントロールとして

は、バイオバンクジャパンから出庫されたDNA検体を用いた。現在、関連解析を行っ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  


